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2021-21年度ガバナー補佐 三枝 巖 様 
本日は、お世話になります。 

どうぞよろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
                                         高野 祐二 会長 
                                                           

皆様こんにちは。 漆原ガバナー公式訪問は来月７日で

す。本日は、その事前の打ち合わせとして、三枝ガバナー

補佐にお越しいただきました。本日の卓話は三枝ガバナー

補佐にお願いしております。よろしくお願いいたします。 

 前回の例会ですが、私、人間ドックの検査と重なり、お

休みいただきすみませんでした。幕張の亀田クリニックで

１泊２日の検診でした。宿泊先はニューオータニでしたが、

宿泊者もかなり少なく、レストランの営業している店舗は

１店舗だけで、他の店舗は週末の金・土・日のみの営業ということでした。その開いているレ

ストランで食事をしたのですが、空席もあり満席とは程遠い状況でした。改めてコロナ禍での

ホテル・飲食業の実際の状況を知ることとなりました。 

 本日の挨拶は、先日ロータリー財団のセミナーを受講して、今後の私の方針をお話ししたい

と思います。 まず寄付金なのですが、２７９０地区は、他５地区の中で最下位もしくは、下

から２番目の平均寄付額が低い地域であることがわかりました。クラブの目標は、一人当たり

１５０ドルなのですが、その額を、大きく下回る金額でした。私自身、会長職を任される立場

になって初めてこのことを知り、寄付に対する意識の低さを改めて実感しました。当クラブは、

四之宮会員のご努力において、1.000ドルの寄付を３名集めて3.000ドルの寄付をしております。

そういう習慣がありそれだけで十分だという認識でありました。当クラブは、３０名の会員で

すから、１人当たり１００ドルとなります。目標に５０ドル少ない寄付額であります。 

また、ポリオプラスの寄付目標額は１人当たり３０ドルです。このことを少しでも埋めるた

めに、現在行っております義援金を、財団・ポリオ・米山奨学金に充て返させていただきいと

いう風に思っております。今後は、今まで以上に積極的に寄付金活動を行い、少しでも目標額

に近くなるよう皆様方にご協力をお願いできればと思います。 

 本日は、理事会もあり、次週のガバナー公式訪問についての事前の説明がございますので、

以上で終わりにさせていただきます。ありがとうございました。 

 

社会福祉法人 翡翠会 大越 将司 会員 

 

みなさん、こんにちは。 
9月24日（木）無事に今年度第一回の子ども食堂開催しま

した。当日は台風の影響であいにくの天気でしたが、板

倉幹事ご夫妻の参加もあり、5 世帯 12 名にお弁当と食材

をお渡ししました。クラブからの協賛金に加え、会員の方

から食材の提供も頂きました。 

 

余った食材は以下の通り各世帯に配布しました。 
・お米（1 家族2ｋｇ） ：四之宮会員 ・卵（1 家族2 パック）：山岸会員 
・ジュース：清宮満巖会員  ・柿：板倉孝雄会員 
  
次回は 10 月22 日を予定しております。 
今後もご協力の程よろしくお願いいたします。 

 

例会日 9月30日 9月2日 

会員数 30 30 

出 席 18 18 

欠 席 12 12 

ＭＵ 0 1 

免 除 0 0 

出席率 60.00 63.33 
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お家で 子ども食堂 かきつばた  



 

      

茂原ロータリークラブ 米本 重洋 様 

 
 
 

板倉 孝雄 幹事 

 

①子ども食堂の支援について 

 （社会奉仕委員会 大越委員長） 

第２回 １０月２２日（木）開催  

16時～17時予定   

支援金 クラブより10,000円  

食材・配達支援 「９月は豊富な支援に感謝」 

②社会奉仕活動の予定（地域の美化運動）  

担当：大越委員長   

近々市内の草刈り、道路安全活動の予定  

（堀本会員：主任 清宮満厳会員 板倉幹事  

協力者 ）  

③ガバナー公式訪問最終打合せ （別紙：資料） 

例会 進行 石田副幹事  

クラブ協議会 主な活動計画を発表者   

髙山委員長 

地区への質疑事項 要望事項  

四之宮会員、佐藤会員 

④各委員会報告・活動  

会報の担当者 会場監督の担当者  

⑤その他   

〇新千葉ロータリークラブからの会報について 

＜ 回覧 ＞  

第４グループ６クラブ共同声明       

＜ 回覧 ＞  

※次年度ガバナー補佐の選出・グループ編成な

ど質疑応答＜資料＞ 

〇クラブ活動に関するアンケート調査 

第２７９０地区 

〇女性交流会登録のご案内 

佐藤会員、泉会員へ郵送 

 
＊セミナー会議・予定＊ 

    

●三委員会合同セミナー開催 登録料 無料  

10月１7日 （土曜日） １３：００ 

１３：３０ 点鐘 １５：４５ 閉会予定 

出席者 高野会長、板倉幹事 ２名オンライン参加 

 

管理運営委員会 ／クラブ奉仕委員会・会員基盤

向上委員会/フェローシップ・親睦活動委員会／

広報・公共イメージ向上委員会  

 

●米山奨学生・カウンセラー視察研修事業ご案内 

期 日 10月25日（日）～26日（月）  

研修先 ホテルブルーベリーヒルズ勝浦 

会 費 30,000円 … クラブ予算より支払   

参加者：石田カウンセラー 1名    

佐藤地区委員 欠席  

 
 
 
 
 
第2790 地区 2020-21 年度 第7 グループガバナー補佐 三枝 巖 様（茂原ＲＣ） 
                                                    
 

2790地区7グループの2020-21年度ガバナー補佐

を務めます、茂原ロータリークラブの三枝巖です。

宜しくお願い申し上げます。 

 地域により状況は異なるとはいえ、新型コロナウ

イルス感染症の広がりにより皆様方のロータリー活

動も大きな影響を受けている昨今であると思います。 

7月から2020-21年度、漆原ガバナー年度が始まりま

したが、この状況下の中で、例年通りのガバナー公

式訪問、地区大会、会長幹事会、情報研修会、IM・・・等々、計画が実行できるか、現段

階では、判断はできません。各クラブの会長、幹事、指導員の皆様方には、RI会長、地区

ガバナー、地区委員会の活動実行に向けて、会員一人一人の意欲喚起と協力関係構築を図

るようお願い申し上げます。 

 さて、2020-21年度RI会長、ホルガークナーク氏のテーマを「ロータリーは機会の扉を

開く」と表明されました。これは、私たちロータリアンが、自分自身を磨くための新しい

環境や学びの機会があるかもしれない、あるいは、困っている人々のために役立つ機会が

待っているかもしれない、私達ロータリアンは世界を変える行動人であります。例会をは

じめクラブ内の活動を通じて培われる、親睦と奉仕の心の形成を基盤にあらゆる場面で、

自分の為に、また他人の為に、数々のサービスへと繫がる扉をどんどん開いていきましょ

うと言うメッセージなのです。 

 これを受けて、漆原ガバナーは、地区スローガンに「クラブが主役となり、奉仕の理念

の実践を」を用いました。奉仕の理念、すなわち、サービスという考え方、それは「他人

を思いやり、他人の為になる事をしていこう」ということであります。RIを構成している

のは、クラブです。従って、クラブ、クラブ会員が主体となるのは当然です。クラブレベ

ルで会員の方々が奉仕の理念を実践することは、4つの優先事項の始まりです。 

 

① より大きなインパクトを与える 

② 参加者の基盤を広げる 

③ 参加者の積極的な参加を促す 

④ 適応力を高める 

 

個人でもクラブ単位でも、私達の地域や世界での活動が周囲により大きくインパクトを与

え、その結果に賛同し、仲間になりたいと希望する参加者の基盤が広がり、多様な参加者

のアイディアに丁寧に耳を傾け、取り入れることで、参加者はやりがいを感じ、更に積極

的にかかわっていき、さらにクラブ内では親睦を育み、研修を通じてクラブの現状やロー

タリーの過去・現在を学びつつ、ロータリーの将来に備えて柔軟に対応できる様、適応力

を高めていくことが大切であります。この4つが繰り返されることで数多くの機会の扉を

開くことが可能となり、クラブは質・親睦ともに向上拡大するのだと言っております。 

私達は世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続可能な、良い変化を生むために

人々が手を取り合って行動する世界を目指しています。 

 

以上、RI会長、地区ガバナー、ロータリーのビジョン声明の方針・方向に沿って進めてい

きたいと思います。新型コロナウイルス感染症の終息も見えず、問題を抱えたままである

中で、今、最も大切なことは会員の皆様方の健康と安全であり、次には会員皆様が所属ク

ラブ、そしてロータリーにつながり続けていただくことであります。各クラブ会員の皆様

方にはよろしくお願い申し上げます。 

第4 回理事会報告  

 

卓 話 

ビジター紹介  


